
 

平成 26年度の活動 

◆河川の状況調査◆ 

 

水質調査（美濃加茂市生活学校） 
 

・各河川冬場はきれいに感じる。（金山町生活学校） 

・多少ゴミはあったが、昨年同様水質は良かった。（中津川市生活学校） 

・夏場は川が濁っていたが、冬場は水がきれい。（海津市高須生活学校） 

◆家庭生活で実践したこと◆ 

＜台所＞ 

〇流しから調理くず等を流さない。（必須） 

・調理くずを出さないよう食材を余すことなく活用した。（羽島中央生活学校） 

・流し用ごみネットの利用を心掛けている。（美濃市生活学校ほか） 

〇食用油は流さず適正に処理する。（必須） 

・古着や新聞紙にしみこませて処理した。（岐阜市生活学校ほか） 

・廃油で石鹸をつくる。（ミセス生活学校ほか） 

〇汚れのひどい食器等は洗う前からふき取る。（必須） 

・洗う前に、布やペーパーをふき取った。（可児市生活学校ほか） 

・キッチンスクレーパーを常時利用している。（論田川を美しくする会ほか） 

〇米のとぎ汁をそのまま流さない（任意） 

 ・花や植木、畑の水やりに利用。（養老町生活と環境を考える会） 

 ・無洗米を使用。（岐阜市生活学校） 

〇台所の洗剤は適量使用する（任意） 

 ・使いすぎないように、薄めて使用するようにした。（天神川を考える会） 

 ・アクリルたわしを作って使用した（広幡地域女性の会） 



＜洗濯＞ 

〇洗濯洗剤を適量使用する（任意） 

・適正量以上は使わないようにした。（四つ葉会ほか） 

・合成界面活性剤の割合の少ない洗剤の使用。（養老町生活と環境を考える会） 

＜風呂場＞  

〇石鹸、シャンプー、リンスを使いすぎないようにする（任意） 

 ・最小限の使用を心掛けた。（中津川市生活学校ほか） 

 ・シャンプーは薄めて使用した。（広幡地域女性の会） 

◆普及啓発活動◆ 

 

廃食油のリサイクルの啓発（美濃加茂市生活学校） 
 

・廃食油をリサイクルする取組を行った。（美濃加茂市生活学校） 

・アクリル毛糸タワシ作りを夏休み期間に、放課後教室にて実施 

（土岐市女性連絡協議会） 

・廃油石鹸の PR（ミセス生活学校） 

・河川調査チラシ、生活排水対策チラシを各家庭に配布し、一軒ずつ声をかけ

た。（論田川を美しくする会） 

・市のイベントに参加し啓発（各務原市生活学校） 

 


